
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和 6 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 地域を紡ぐシルク手織りコミュニティ・プロジェクト 

事業主体 

（連絡先） 

NPO シルク文化協会 

 

事業区分 6 オ その他地域の特色、個性を生かした産業振興、雇用拡大に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 1,008,610 円（うち支援金：806,000 円） 

（活動写真） 

① シルク(製糸)の灯を消さない活

動の推進 

② 簡単なシルク手織りの普及 

③ シルク手織りの地場産業化 

④ 会員の増 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

・簡単な手織りへの関心が高い。 

・膚にやさしいシルクが再認識さ

れている。 

・展示など普及活動により販売が

でき、趣味と実益を兼ねた地場

産業化を見通すことができた。

【展示会の様子】 

 【目標・ねらい】 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

１．ウェブサイト・SNS へのアクセスが大幅に増加した。 

   ・総アクセス数：500 人 

２．作品の出店や展示会においてベストの作品が販売さ

れ、事業の宣伝効果があった。 

   ・販売収益は昨年の 5 倍 

３．展示会の来場者が 100 人と予想以上に多く、手織り

に対する関心の高さがわかった 

   ・会員の増が見込まれる(6 割増) 

   ・シルクに対する関心が高く、購入希望者のニー

ズ(軽く温かく安く)が把握できた 

１． 情報発信基盤の整備(ウェブサイト・SNS の活用) 

・既存のウェブサイトをリニュウアルして SNS と

連携させることによって情報発信の強化を図った。 

２． 手織り看板作品の試作・検証(キャンバス織り、縄文

織り)  

・シルク手織りの魅力を伝え、制作への関心を高め

るため、外部からデザインを公募し、看板作品の試

作・作品展示・販売を行った。 

デザイン公募 

看板作品の試作 

展示会と体験会の開催 

頒布会の開催 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。（今後の事業展開、取組の継続に向けた財源確保など）。 

・手織りに対する関心は高いことがわかり、今後もさらに簡単で誰にもできる手織りの趣味と実

益を兼ねた地場産業化を目指す。 

・シルクのよさが再認識されより軽く温かい、人の肌に優しいシルク衣装の普及を進める。 

そのためにより理想の糸(軽く温かい真綿糸)の製作を進めて行く。 

・これにより諏訪の、信州のシルクの灯を消さない当協会の事業を、志を同じくする団体・企業

と協働して、より発展させていく事業・活動を推進していく。 


